
















































































86 原 田 英 雄
水を使って胆勝系疾患に対する効果を実験的 ･臨床的に
検討したこともあったそうだが,SARLES教授自身は批
判的な意見の持主であった.翌25日Dr.LoISYにお金
いすべくヴィッシ-に向った.ヴィッシ-では時間的制
約もあり,主として消化器疾患の温泉療法を見学した.
種々の疾患が扱われていたが,私の印象では消化管の
functionaldiseaseに力点がおかれつつあるように思
えた.米国留学時代に migraneに興味をもったことも
あるので migraneの温泉治療も興味深く見学した.翌
26日(土),27日(日)は休日のため研究所訪問は困難と
あきらめ,レンタカ-を借りて26日はアピニオン地方,
27別まシャモニ-で休日を楽しんだ.27日にジュネ-プ
にひき返し,フランクフルト経由でビュルツブルグに向
った.28日メルゲソト-イムに BAAS教授を訪ね,見
学 ･Discussionの後再びビュルツプルグ,フランクフ
ルト経由にてパリに向った.帰途ロマン街道の一部を車
の中から楽しんだ.翌29日パリを出発して帰国の途につ
いた.帰国すると30日〆切の原稿が2つも待っている,
仕事もある,そのほか書類が机の上に山積している,と
考え始めた頃には夢からさめてまた現代のいそがし人間
にもどっていた.
この旅行を通して得たものは実に多かった.温泉療法
にたずさわっている人々の情熱に触れることができた.
その呼吸づかいまでが耳に残っている感じがする.
医療技術と温泉が実にみごとに織りこまれていた.こ
れには歴史的に培われた伝統も大きな要素となっている
に達いないが,それだけでは説明がつかないものを感じ
た.温泉利用による予防医学の展開も着実に前進してい
るように見えた.温泉療法研究のmethodologyに関し
ては幾重もの障壁と問っているのが現状,との印象をう
けた.その効果には自信をもちつつも,多因子を如何に
解析するか,特殊な場所にある特殊な施設であるが故に
Shorttermの評価は可能であってもLongtermの評
価を如何にするか,など多くの問題が残っているように
思えた.いずれも最終的にはわが国の実情に即した温泉
療法,温泉療法研究のあるべき姿と言う課題に直結して
くる･温泉療法の空気に触れることなく育った消化器病
学者の側からの批判的な見解をきくことができたことも
今後の参考として貴重なものとなった.次回は是非もう
少し余裕のある日程を組んで各論にわたっても見学して
きたいものと考えている.
おわりにあたり,旅行体験記をまとめるようおすすめ
頂いた森永寛病院長に深謝申しあげます.
